
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な自然を訪ねて 妙楽寺にて（撮影 大橋 泰雄） 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて～秋の里山原風景・金目川と土屋一族跡を巡る～ 

＜本番＞ 

日 時：10 月 19 日（土）、23日（水） 

集 合：小田急線秦野駅改札口外（改札は一ヶ所）9：10 

（詳細は別途連絡いたします） 

 今回は鈴置が企画しています。 

 本番だけの参加に関しては、参加費及び保険料の負担はありませ

んが、サポートスタッフとして、一般参加者に関するお手伝い等を

お願い致します。是非、本番にはご家族やご友人をお誘い下さい。

一般の方は、参加コース名、参加年月日、名前、住所、電話番号、

高校生以下は学年を書いてお申し込みください。詳細はホームペー

ジをご覧願います。               （大橋記） 

 

活動予定 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 

 

目 次 

1Ｐ  活動予定 

4P  活動報告 

8Ｐ  月刊ブックレビュー 

8P  掲示板 

8P  編集後記 

 

 

 

金目川から望む富士 
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★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお

知らせ下さい。   

日 時：10 月 21 日（月）、11月 2日（土）、11 日（月）、18日（月） 10:00～14:30   

集合場所：久右衛門邸 📩：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp  ☎：090-1542-2154     （田中（真）記） 

 

★■湘南の森 

日 時：11 月 8 日（金） 定例作業 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。📩：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。💻：http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                   （吉井記） 

 

★■ヤビツの森 

日 時：10 月 19 日（土）10：00～15：00 

場 所：丹沢ヤビツの森 

作業内容：植樹の下草刈り、点検、植生保護柵の点検など。 

集合場所・時間：秦野駅南口 9：20、またはヤビツの森作業現地 10:00 

持ち物など 

（1）山の作業に適した服装（山歩きの靴、作業用の手袋）、傾斜地なので、滑りにくい靴を履いてください。 

（2）昼食、飲み物など、食事の時に下に敷くシート。 

（3）簡単な防寒具。作業用具、鎌、ヘルメットは貸していただけることになり、個々人での用意は不要です。 

参加される方は、吉井のメール yoshiit@green.ocn.ne.jp あてにお願いします。 多くの皆様の参加をお願い

します。                        

車を出していただける方、大歓迎です。車の場合はルート概要を、同乗をご希望の方はピックアップ希望場所

を書いてください。参加メールをいただいた方には作業などの詳細をお知らせし、交通手段の調整をします。電

車、バスなどの交通費、ガソリン代、ドライバー手当はまことに恐縮ですが、お支払いできません。皆様、それ

ぞれで負担してください。よろしくお願いします。                      （吉井記） 

  

★■フォレスト21「さがみの森」 

10 月 27 日（日）、11 月 9日（土）、24 日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送迎になります。 

申し込み：「さがみの森事務局」 

☎：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 📩：sagami@moridukuri.jp              （菅原記) 

 

★■四季の森公園 自然を訪ねて観察会「秋の実りと草花たち」 

今回は、種の旅立ちの工夫のいろいろ、これから本格的に始まる紅葉の仕組、そして今咲いている秋の草花な

どを取り上げたいと思います。申し込みは不要です。 

下見 10月20日（日）10:00～12:00直前下見 10月27日（日）10:00～12:00 

本番 10月27日（日）13:00～15:00 

集合はいずれも公園北口管理事務所前広場           （担当：鈴置愼悟、山内良一、花田勝美） 

mailto:m.tanaka@feel.ocn.ne.jp
file:///C:/Users/KAZUOMI%20KOIKE/Desktop/yoshiit@green.ocn.ne.jp
http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:sagami@moridukuri.jp
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■室内勉強会 

日 時：10 月 18 日(金)18：00～20：00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム 

テーマ：「日本の森林資源活用の必要性と活用策」 

講 師：JFIK 横山俊輔さん（29 年） 

参加費：500 円 

 

概 要：日本の森林資源の現状と最近の木材利用や研究成果の例を、自身が勤めている森林研究・整備機構の季

刊誌から引用しながら紹介したいと思います。具体例として、新技術として時々話題にもあがる木材・プラスチ

ック合板、CLT 建築、セルロースナノファイバー、木質バイオマス、木製ガードレールなどを題材としてお話し

ます。 

また後半は、木材利用と関連して、「日本のお城の木造復元」についても紹介したいと思っています。（講師記） 

 

※皆様の参加をお待ちしています。資料準備のため、10 月 16 日（水）までに申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原秀敏📩：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 当日の緊急連絡先：090-2636-1381 

※これからの室内勉強会の予定（参加募集は、各回の約 1か月前） 

 〇 11 月 15 日（金）テーマ「ダニの話」        講師：上野潤二さん（21年） 

 ○ 12 月 13 日（金）テーマ「ナノの世界を覗く（仮題）」講師：片桐和彦さん（29年） 

 

■森こい倶楽部第十八回  

会員の皆様、下記ご案内しますので、ご参加お待ちします。ご家族、ご友人も大歓迎です。 

今回は、都合で、第二週の日曜日になっておりますので、よろしくお願いします。 

テーマ：大庭御厨（みくりや）（藤沢市） 

引地川と支流の小糸川にはさまれた、台地に大庭御厨（伊勢神宮へ寄進した荘園）の荘官大庭氏の居館跡とも言

われ、その後も太田道灌が整備したといわれる大庭城址の樹林を訪ねます。城下の引地川流域の広大な遊水地の

葦原・湿地・緑地も巡ります。周辺には歴史を秘めた、寺社や古木の杜も多く、秋の気配を感じながらゆっくり

と散策します。歩行 6㎞予定。 

ワンテーマ：葦・荻・芒  

日 時：11 月 10 日（日） 

集 合：JR 東海道線辻堂駅 東改札外（改札は一ヶ所） 10:00（時間厳守） 

案内人：久野正樹（25年） 

参加費：500 円（保険込） 

コース：辻堂駅🚻→🚏大庭小学校前→大庭城址公園🚻→引地川親水公園🚻→成就院・大庭神社→舟地蔵公園🚻→

臺谷戸稲荷→宗賢院→🚏大六天→引地川田園→柏山神社公園→🚏引地橋（解散）→🚏藤沢駅（藤沢本町駅経由） 

少雨決行：荒天で中止する場合は、前日 17:00 頃までに JFIK メールでご連絡します。 

所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記用具など 

お問合せ、ご参加の方は、11月 9日までに、久野宛ご連絡ください。 

📩：masakihisano77@yahoo.co.jp ☎：090-8280-1816 

年内の予定は以下です、ご参加お待ちします。 

12 月 1 日 獅子舞紅葉（鎌倉市）                             （久野記） 

                           

mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
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■神奈川の身近な自然を訪ねて 

「多摩川の崖線「長尾の里～二ヶ領用水」を歩く」 

日 時：9月18日（水）10:00～15:00 小雨  9月21日（土）10:00～15:00 曇 

場 所：川崎市高津区、多摩区 

参加者：55名（18日 28名、22日 27名） 

スタッフ：15名（小池、菅原、鈴置、河野、杉山、花田、昆野、大橋、田口、坂間、松田、日比野、西岡、吉原、

吉無田） 

 

18日（水）は小雨が降ったり止んだりの天気。21日（土）は、

小雨に降られることを覚悟していたのですが、幸運にも曇で、

雨には降られませんでした。両日とも、あまり良い天気ではあ

りませんでしたが、何とか実施することができました。 

 多摩川が形成した沖積低地に位置する久地駅からスタート。

多摩丘陵と沖積低地の境界となる崖線を上がり多摩丘陵へ。緑

ヶ丘墓園や下原の集落を抜け、五所塚、妙楽寺を訪ね、再び崖

線を下り沖積低地に位置する川崎市緑化センターへ向かいまし

た。川崎市緑化センターで昼食と園内の植物を観察した後、二

ヶ領用水沿いに歩き、多摩川の堤防上に作られた二ヶ領せせら

ぎ館へ。最後は、宿河原堰を見学後、堤防を歩き登戸駅で解散

としました。 

 現在の久地駅周辺は、住宅地となっていますが、明治の頃は、

大部分が水田や果樹園でした。駅名も久地駅ではなく久地梅林

駅でした。梅林が有名だったのでしょう。 

 下原は古くからの集落で、大きな屋敷と倉、ケヤキの巨木が

作る屋敷林を見ることができました。 

 五所塚は、直径約4m、高さ約2mの塚が五つ南北に並んでいて

円墳の様に見えましたが、中世や近世に村境や尾根筋に築かれ

た信仰に基づく塚ということです。 

 妙楽寺は、川崎のあじさい寺と呼ばれ、アジサイが有名なお

寺です。また、妙楽寺の近くから北東方面を眺めると、スカイツリーがよく見えました。 

 二ヶ領用水は、全長約32㎞で、神奈川県下で最も古い用水路です。名前は、江戸時代の川崎領と稲毛領にまた

がって流れていたことが由来のようです。 

植物は、この時期に花や実をつけるセンニンソウ、シュウメイギク、ハギ、ツユクサ、ヒヨドリジョウゴ、ノ

ウゼンカズラ、クサギ、ザクロ、サンゴジュ、トチノキ、ケンポナシ、ヤブミョウガなどが道路の法面や庭先で

観察できました。妙楽寺では、咲き始めのヒガンバナ、カラスビシャクなどを、また、川崎市緑化センターでは、

たくさんの果実を付けた、センダン、エゴノキ、ムクロジ、フェイジョア、イイギリ、イトスギ、クマシデ、ア

カシデ、コブシ、ナツメなどを観察することができました。                 （大橋記） 

 

 

活動報告 

 

川崎市緑化センターで植物観察 

 

二ケ領用水に沿って歩く 
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■名瀬谷戸の会 

作業 1回目 

日 時：9月 7 日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 30 名（JFIK：9 名、地元・地域ボランティア 21

名、横浜メダカの会 7名、見学 2名） 

作業内容：ゾーン 6 のモウソウチク伐採、ゾーン 2 の除草、ピ

ザ窯修理、伐採した竹の枝払い（子ども班）、水生生

物調査（横浜メダカの会） 

 

作業 2回目  

日 時：9月 17 日（火）10:00～15:00 

参加者：合計 17 名（JFIK：8 名、地元・地域：8 名、見学：1

名） 

作業内容：参加者全員での台風 15号の被害調査及びその復旧作  

業。高枝鋸及びロープ使用の高所折れ枝処理（8本）、  

スローラインを使用したロープと高枝鋸による折れ枝  

処理（4本） 

 

作業 3回目  

日 時：9月 24 日（火）10:00～15:00 

参加者：合計 11 名（JFIK：5 名、地元・地域：6名） 

作業内容：17日と同様             （福田記） 

 

■湘南の森 

日 時：9月 13 日（金） 晴 

作業内容：台風 15号による折れ枝、落ち枝の整理 

参加者：13 名、うち JFIK 会員 5名 

 

日 時：9月 28 日（土） 晴 

作業内容：2018 年に植えた苗の点検と整備 

参加者：12 名、うち JFIK 会員 4名                            （吉井記） 

 

■四季の森公園 「自然を訪ねて～身近なクモ～」  

日 時：9月 15 日(日）13：00～15：00 

一般参加者：12 名、公園スタッフ 1 名、 

リーダー：日比野、サブリーダー：吉原、スタッフ：坂本、中澤、西岡、

久野、福田 

最初にクモと昆虫の違い、クモの目、糸を出すクモの割合などクイズ形

式でのクモの説明があり、その後、2 班に分かれて池の周辺を歩き、クモ

を探しました。 

ジョロウグモはいたるところで見られました。最大三重の複雑な網を持

ち、網の中央に雌がいて、そのまわりに一回り小さな雄も複数見られまし

 

作業 1回目集合写真 

 

スローラインによる折れ枝処理 

 

観察会の様子 
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た。今回最も印象的だったのは、ジョロウグモの網にアブラゼミがかかり捕獲されるのを最初から見ることが出

来たことでした。ジョロウグモは、網にかかったアブラゼミが数回網を大きく揺らせるのをじっとして待ってい

ましたが、突然するすると動き出しアブラゼミのところに達すると、すぐに網の揺れが弱くなり、まもなく揺れ

がなくなりました。ほんの 2～3 分の出来事でしたが、生命の営みが感じられました。最初に毒を注入し動けな

くし、糸で巻いて巣の中央に持っていって吊り下げ、数日間かけて随時食べるそうです。 

最初はジョロウグモだけが目立ちましたが、目がなれてくるといろいろなクモが見つかるようになりました。 

縦の隠れ帯を伴ったナガコガネグモの網の真ん中には、糸でぐるぐる巻きにされたトンボの姿が見られました。

松葉に似た形の緑色をしたオナガグモは、最初は見つけにくいですが、なれると何か所かで見つかりました。 

水平の網を張るクサグモのテントのような卵のう、ごみのリボンに潜んだゴミグモ、樹木の根元のジグモの巣、

網をはらず徘徊性のアリグモ・ハナグモ・サツマノミダマシ・ハエトリグモ、ハシリグモの団居（まどい）、オ

オヒメグモの卵のう、軒にいたヒラタグモなど、いろいろなクモとその生態を観察することが出来ました。  

数日前の台風による倒木等の為、一部予定のコースには行けませんでしたが、天候に恵まれ、クモの観察には

適した日で、参加された方は熱心にクモを観察されていました。                （西岡記） 

 

■「谷本の森」保全活動 

日 時：9月 28 日（土）9：00～10：30 晴 

参加スタッフ：河口、山内、坂間、菅原 

 創立 150 周年近くの歴史を持つ横浜市青葉区の谷本小学校に隣接する学校

林「谷本の森」で保全活動を行った。当日、青空に浮かぶひつじ雲が美しく、

さわやかな秋晴れに恵まれ 80 名近い生徒、父兄、教職員が参加した。4 班に

分け、ササ刈り、15 号台風で折れた枝の片づけ、階段の補修、ビオトープの

整備などを行った。階段補修は今までに何回か「おやじの会」の皆様にお願

いし、掛谷で杭や板を打ち込む姿もすっかり様になっている。アズマネザサ

にうっそうと覆われた森の下の道も高学年の皆様の頑張りで見る見るきれい

になっていく。ビオトープ周りに繁茂したシャクチリソバの群落や、池の中

のカナダモも父兄の頑張りできれいに片づけられた。低学年の生徒の皆様は

清掃よりも昆虫探しで大忙し、クモや昆虫を見つけては大騒ぎをしていた。

何度か参加している生徒も多く、率先して活動している姿が頼もしかった。 

 1 時間ほどの作業だったが、多くの方に参加いただき見違えるほどきれいに

なった。今後も是非森の保全を続け、森、自然から感性を磨いていって欲し

い。 

 終了後 6年生 10名ぐらいから、来春の卒業を前にもう一度「谷本の森」に

入り保全を行いたいとの相談を受け、11 月にクラス全員で活動を行うことを

約束した。 

 谷本小の皆様は皆明るく、素直で仲良しなのは「谷本の森」からパワーをいただいているからなのだろう。こ

れからも自然に興味を持ち、何事も挑戦して欲しいと感じ、逆にパワーをいただいて、楽しい時間を過ごさせて

いただいた。参加スタッフの皆様お疲れさまでした。                     （菅原記） 

 

■室内勉強会 「印象的なネイチャーフォトを撮ろう」 

日 時：9月 20 日（金）18：00～20：00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター705 ミーティングルーム 

講 師：福田 渉さん（23 年） 

 

笹刈り作業 

 

ビオトープの清掃 
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参加者：広川、山内、坂間、篠田、吉原、片桐（6名） 

「写真を撮る」ことは、デジタルカメラが登場してから携帯カメラの性能も飛躍的に向上して誰でも気軽にど

こでもできる作業になりました。おかげで私の場合も撮った写真の枚数はどんどん増えているのですが、なかな

かその時の感動を写し取れている写真はありません。そんな状況を少しでも改善できないかと思い、福田さんが

講師の勉強会に今回参加しました。 

最初に何枚かの写真がそれぞれどのようなレンズで撮影したものかを簡単に紹介してもらった後に、早速写真

撮影の基礎ということで、カメラ選びについての説明からスタート。カメラの種類やセンサーサイズの違いで、

一眼レフとミラーレスだけで 70 種類以上あるとのこと。選ぶのも簡単ではなさそうです。話はレンズ選びとア

クセサリーに続いて、写真を見せてもらいながら望遠、広角やマクロレンズの特長やフィルターの効果について

わかりやすく教えていただきました。作品の写真は素晴らしく、こんな雰囲気を作り出してきれいに撮れるのか

と説明に納得しながらも、ちょっと難しいなと思うところも徐々に出てきました。話は、写真撮影のテクニック

やそれを実現しているカメラの機能の説明に進んでいって、フレーミングやアスペクト比の効果、アングルによ

る構図の変化による写真の雰囲気の違い、露出の調整、絞りのコントロール、それに関連したシャッタースピー

ドによる動きの表現など、同じ被写体でも条件を変えて撮影している写真を例に見せてもらいましたので、それ

ぞれの効果をわかりやすく実感できました。 

話は、最後に写真発表の方法についてと続きましたが、ここで「俳句と写真のコラボレーション」という例と

して、福田さんの自作の俳句に写真を組み合わせて、音楽も自身で編集したスライドショーを披露していただき

ました。写真についてはもちろんですが、俳句も大変素晴らしく、この組み合わせのスライドショーは是非毎年

の新人歓迎会で流すのが良いと参加者全員一致の感想となりました。 

きれいな写真を見るのはやはり楽しいものだと再確認させてもらいながら、撮影するときにはカメラ任せにし

ないで、一枚ずつ丁寧に撮ることを心がけることが大事だということ。そして、撮った写真は、そのまま保存し

ておくのではなく、ここでも一工夫して保存しておくと、後で見直す時の楽しみが倍増することを教えてもらっ

た、有意義な勉強会になりました。                              （片桐記） 

 

★■お話しサロン（鎌倉） 「鎌倉の海の魅力―海辺から見える昔の暮らし―」 

日 時：9月 28 日（土）14:00～16：00 

場 所：大路ビル B 教室 

講 師：山田海人氏 

 

9 月は北鎌倉在住で海洋科学ライターの山田海人さんに、ビーチコーミングの楽しさについてお話を戴きまし

た。 

ビーチコーミングとは「海辺に打ち上げられた漂着物をクシで髪をすくように、やさしく探すこと」だそうで

す。そのお宝には美しいサクラガイやタカラガイ、又鎌倉時代のかわらけ、青磁のかけら、古のガラス製品等な

ど鎌倉独特の地形による堆積物も多く眠っているそうです。鎌倉の海浜は日本一ビーチコーミングに適した場所

と云われ動物の骨も多く打ちあがりクジラ、イルカの骨、馬の歯、牛の歯なども多く見つかっているそうです。 

浜辺には世界的な問題となっているプラスチックの漂着物もあり、漁具のロープなどは海水の動きによりほど

け細かい糸状になっているものもあるようです。世界有数のプラスチック生産国の日本。ビーチコーミングの普

及によりマイクロプラスチックなどの生態系への影響に対しより関心を深めてもらいたいと話されました。山田

さんは鎌倉生まれの鎌倉育ち、これからもご自分の育った鎌倉の海を愛しビーチコーミングの楽しさを伝えて行

きたいとの事でした。                                   （花本記） 
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「クジラ博士のフィールド戦記」 

 

著 者：加藤秀弘 

発 行：光文堂新書 

発行日：2019 年 5月 30 日 

価 格：本体 800 円＋税 

 

母校・北大の後輩で、鯨類の研究一筋の加藤秀弘先

生が、よく理解されていないクジラ研究の最先端を紹

介してくれた。第 1 章から第 6 章まで個々の鯨の生態

を紹介し、プロローグからエピローグまで手短にポイ

ントを解説しているところが特徴で、作家・藤崎慎吾

の海洋冒険小説『鯨の王』も紹介されるが、それにも

まして臨場感一杯で伝わってくるのは「第 8 章 日本

はなぜ IWC を脱退したか？」の脱退の顛末である。同

じ地球上に命をいただいた鯨と人間は、複数種一括管

理（一つの魚種だけで漁獲限度を決めるのではなく生

態系全体の構成員を考慮して管理する）を初めて導入

した「ノルウェーに学ぼう」を結語としている。（獺） 

 

 

 

会員異動 

＜9月度の会員異動＞ 

9 月 30 日現在会員数 165 名 

月例会を開催しました 

日 時：9月 27（金）18：00～19：40 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 11 名、監事 1名、会員 6名 計 18 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員

には、会報に同封してお送りします。 
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掲 示 板 

 
編集後記 

  
  月間ブックレビュー 

なんとか秋の気配が感じられる

ようにはなってきましたが、ま

たまた台風が。これ以上、被害

が広がらないことを願っていま

す。(小池) 

ラグビーワールドカップ日本大

会、幸運にも知人に誘われ、ス

タジアムの臨場感を味わうこと

ができました！ (松山) 

 


